（様式）
　　令和６年○月○○日
ひたちなか市長　大谷　明　殿

申請者
住所（所在地）ひたちなか市東石川○○－○○
団体等名称　　株式会社　○○製作所
代表者職氏名　代表取締役　○○　○○

令和６年度ひたちなか市中小企業事業活性化補助金事業申請書
（新製品等開発事業）

令和６年度ひたちなか市中小企業事業活性化補助金における新製品等開発事業について，交付を受けたいので，次のとおり関係書類を添えて申請します。

【事業の種別】
新製品等開発事業
【希望事業類型】（該当するものの□にレ点を記入してください。）
　一般型　／　☐　ＩоＴ・ＡＩ活用型

	開発案件の名称
	○○○○○の製造に係る特殊加工技術の開発

	補助金交付申請額
	金　１，０００，０００　円



添付書類
（１）　令和６年度ひたちなか市中小企業事業活性化補助金（新製品等開発事業）事業計画書（様式第２号）
（２）　令和６年度ひたちなか市中小企業事業活性化補助金収支予算書（様式第３号）
（３）　登記事項証明書，住民票の写し，事業所が所在する建物に係る賃貸借契約書その他の事業所の所在地を確認することができる書類
（４）　納税状況確認同意書又は市税の納税証明書（未納がないことの証明）
（５）　別表第２に定める補助事業に応じた添付書類
（６）　その他市長が必要と認める書類



（様式）
令和６年度ひたちなか市中小企業事業活性化補助金（新製品等開発事業）
補助事業計画書
	会社概要
	事業所所在地
	ひたちなか市東石川○○-○○

	
	資本金
	１０，０００，０００円
	従業員数
	○○人

	
	業種・事業内容
	業務用機械器具製造業

	事業内容

	実施事業名
	開発案件名：○○○○○の製造に係る特殊加工技術の開発

	事業期間
	令和〇年〇月〇〇日　～　令和〇年〇月〇〇日

	市内事業所における運営事業又は常勤役員若しくは従業員等に係る事業であることの確認
	☑ 本事業は左記に相違ありません
※相違ない場合は☑すること。

	事業スケジュール
	
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月

	加工手法構築
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	試し加工実施
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	強度試験
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	運用
	
	
	
	
	
	
	
	
	





	産業財産権取得の有無
	有（　　　　　　　　　　　　　　　　　）／　無

	①事業概要（開発内容，事業実施方法等）
○○○○○の製造に関して、課題となっている○○部の加工について、○○○○○の技術を応用した特殊加工技術を開発する。
　10月末を目処に加工手法を構築するとともに、並行して試し加工や製造部品の強度試験を実施することで、3月中の実運用を目指す。
　加工手法の構築にあっては、茨城工業高等専門学校との連携をはかるほか、強度試験については、茨城県産業技術イノベーションセンターを活用するとともに、必要に応じて特許の取得についても検討する。

②事業の目的
これまで解消できなかった○○部の加工に対する課題を解決することで、大幅な生産性の向上を図るとともに、開発技術を駆使した生産体制を構築し、○○分野の部品製造における作業を取り込む。

③期待する効果
新たな技術を確立することで、既存取引先からのニーズに応じることが可能となることから、取引量の増加につながることが期待できる。
また、自社の競争力の強化につながり、技術を応用した他分野での展開に発展する可能性があることから、新規分野における顧客獲得にもつなげていきたい。


	担当者連絡先
	氏名
	〇〇　〇〇

	
	電話番号
	029-273-0111
	ＦＡＸ番号
	029-276-3072

	
	メールアドレス
	shoukou@city.hitachinaka.lg.jp


備考　
１　記載事項が不足する場合は，適宜別紙を作成し，添付してください。ただし，別紙を作成する場合においても，この様式の記載事業を省略しないでください。

（様式）
令和６年度ひたちなか市中小企業事業活性化補助金（新製品等開発事業）
収支予算書

１　収入予算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	科目
	予算額
	摘要

	市補助金
	１，０００，０００
	補助対象経費の１／２以内
１，０００円未満切捨て

	自己資金
	１，２００，０００
	

	その他
	０
	

	合計
	２，２００，０００
	



２　支出予算（消費税額及び地方消費税額控除後の金額）　　　　　　（単位：円）
	補助対象経費
	内容及び積算基礎
	金額

	研究開発事業費
	原材料費（○○○○○）
	４００，０００

	研究開発事業費
	機械装置改良費（○○○○○）
	７００，０００

	研究開発事業費
	工具改良費（○○○○○）
	３００，０００

	謝金
	専門家謝礼（○○氏×○○日分）
	３００，０００

	委託費
	○○○○冶具製造委託
	５００，０００

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	合計
	２，２００，０００



